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序
シェイクスピアが単独で書いた戯曲としては最終作となった『あらし』は，
作者の死後刊行された最初の
ファースト
戯曲全集
・ フ ォ ー リ オ
（第１四つ折り版，1623）では巻頭を
飾っている｡『あらし』の創作年代を推定する重要な証拠となるのが1609年
６月，新大陸へ向かっていたイギリス船シー・アドヴェンチャー号がハリケ
ーンに遭ってバミューダ島に漂着した出来事である。この事に関する報告文
書「バミューダ・パンフレット」が，モンテーニュのエッセー「食人種につ
いて」とともに,『あらし』の主要な材源になったと考えられているからで
ある｡1)この遭難事故はイギリスが植民地政策を実施した歴史上のひとつの挿
話であり,『あらし』において，島に流れ着いた西洋人が先住民を支配する
構図は明確であるから，この作品が新歴史主義やポスト・コロニアリズムの
視点から取り込まれて論じられる昨今の趨勢は必然であると言えるかもしれ
ない｡2)
あえて時流に逆らうのが趣旨ではないが,「バミューダ・パンフレット」
に散見される叙述が,『あらし』のテーマを示唆するものでもあることを再
確認しておきたい｡3)そのテーマは今日，古臭いとされるものであろうが，普
遍的な事柄は定義上古いものである。
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インが遭難の状況やバミューダの実態を記述した「バミューダ諸島の発見」
も「バミューダ・パンフレット」に含まれている｡4)船は嵐に翻弄されても沈
没は免れるがバミューダ島で座礁する｡「悪魔の島」として忌み避けられて
きたバミューダが，まったく意外にも，予想に反して恵みの島であったこと
が判明した，としばしば神慮についても言及するジュアディアンの実録的体
験記は述べている。植民地への途中で遭難した人々は不幸中の幸いにも命拾
いをしたのみならず，島では十分な食料が入手でき，また温和な気候にも恵
まれた。シー・アドヴェンチャー号の不運な難破は島がすばらしい場所であ
る事実を明らかにし，その島で作られた船も「忍耐」｢解放」と命名されて
ヴァージニア植民地への渡航が可能になる。海の藻屑と消えるか，命は助か
っても「悪魔の島」で悲惨な目に会う悲劇的な破局が，一転して「地理上の
楽園」を発見するという喜劇的結果をもたらす｡『あらし』においては，悲
劇的な現実が喜劇的喜びをもたらすのであるが，このような作品の基本的テ
ーマが植民地文書も示唆しているのである。ファクシミリ版から原文どおり
の表記で引用しておきたい。
And there neither did our shippe sincke, but more fortunately in so
great a misfortune fell in betweene two rockes, where thee was fast
lodged and locked, for further budging : whereby wee gained not only
sufficient time, with the present help of our Boate, and Skitte, safelye
to set and convey our men ashore, (which were one hundred and fifty
in number) ....
But our delivery was not more strange in falling so opportunely and
happily upon the land, as our feeding (and preservation was beyond our
hopes, (and all mens expectations, most admirable, for the Ilands of the
Barmudas, as every man knoweth that hath heard or read of them,
were never inhabited by any Christian or heathen people, but ever es-
teemed, and reputed, a most prodidgious and inchanted place, affoording
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nothing but gusts, stormes, and foule weather ; which made every
Navigator and Mariner to avoide them, as Scylla and Charibdis ; or as
they would shun the Divell himself ....
Wherefore my opinion sincerely of this Iland is, that whereas it hath
beene, and is still accounted, the most dangerous, infortunate, and most
forlorne place of the world, it is in truth the richest, healthfullest, and
pleasing land.
シー・アドヴェンチャー号に乗船していたウイリアム・ストレイチーが記
した書簡も，｢悪魔の島」が「神の加護によって」｢安全でかつ解放の手段」
となった，と明記している。
... because they［Ilands of the Bermuda］be so terrible to all that ever
touched on them, and such tempests, thunders, and other fearefull ob-
jects are seene and heard about them, that thy be called commonly, The
Devils Ilands, and are feared and avoided .... Yet it pleased our mercifull
God, to make even this hideous and hated place, both the place of
safetie, and meanes of our deliverance.5)
シー・アドヴェンチャー号の行方が不明のままであった1610年に植民地に
おいて発表された公的報告書のなかにも，バミューダを「不幸だが幸運な島」
とする記述が見られる。
The ground of all those miseries, was the permissive providence of God
... those infortunate (yet fortunate) Ilands.6)
シェイクスピアにとって嵐は古くて新しいテーマであった。喜劇の第一作
『間違いの喜劇』では，一家離散の原因が嵐による難破であったことが回想
される｡『十二夜』のヒロインであるヴァイオラが双子の兄と生き別れにな
るのも洋上の嵐による難破である。ロマンス劇の『ぺリクリーズ』ではプロ
ットが海上の嵐との関係で展開する。主人公の遭難そしてそれが可能にする
結婚も，また，最終的には一家再会の喜びとなるが，妻子との生き別れの悲
『あ ら し』──幸いなる苦難──
― ―65
哀をもたらすのも洋上の嵐なのである。悲劇に目を転ずれば,『オセロ』に
おける嵐はトルコ軍を壊滅させるが，この軍事的な幸運が背景となって，黒
人勇将の魂を嫉妬の嵐が揺さぶる｡『リア王』は嵐の悲劇と称してもいいぐ
らいに，この作品では嵐が吹き荒れる。孝女の真意がわからぬ老王の怒りの
嵐は，忘恩と裏切りに荒れ狂う心中の嵐に変じ，荒野を揺るがし天地宇宙の
大嵐となる。シェイクスピアでは，自然現象としての嵐が人生の避けがたい
災難となり，その結果としてもたらされる苦難・悲哀の表徴となる｡7)
『あらし』の嵐
『あらし』はリアリスティックな嵐の場面で始まる。瞥見した悲劇の嵐も，
また終幕で嘉されることになる悲劇的状況をつくる喜劇の嵐も，すべて取り
込んだ嵐である。このロマンス劇ではすべては嵐で始まっている。怨敵に復
讐するためにプロスペローが魔術を使って起こした海上の嵐は，その12年前
にミラノを襲った嵐の再現であり，その背後にはシェイクスピアが劇作家と
して生涯にわたって凝視してきた嵐がある。
暴風雨に揉まれる船は，バミューダで座礁したシー・アドヴェンチャー号
上の混乱と恐怖を思わせるものがあるが，王者の権威も位階の秩序も無視さ
れるほどの危機に直面している。ミラノ公国の大公プロスペローは，国務を
実弟のアントーニオに委ねて秘術の研究に没頭したが，アントーニオはナポ
リ王アランゾーと結託して大公の地位を簒奪し，プロスペローを３歳の娘ミ
ランダと共に小船に乗せて追放した。弟の裏切りによる乗っ取りは『ハムレ
ット』に先例があり，恩を仇で返す簒奪には『マクベス』がある｡『リア王』
も国土支配をめぐって骨肉相食む悲劇である。12年前，ミラノにおける肉親
によるクーデターは人間に巣くう欲望によるものであり，その欲望が行為に
移されて惹起する状況の形態や深刻さは多様に現れるが，すなわち人生の嵐
である。ハムレットが死によって解放されるかも知れないと観じた「現
うつ
身
せみ
の
よろずの苦難」(The heart-ache and the thousand natural shocks／That flesh
is heir to. アーデン版，3.1.6263）であり，生身の人間が避けることので
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きない悲劇的な人生の現実を凝縮し先鋭化したものである，と理解できよう。
プロスペローは，アントーニオがその謀反を助けたナポリ王一行と島の近
くを通過する機会を逃さずに嵐を起し，脅威を与え混乱に陥れたのであるが，
危害は加えることなく島に上陸させている。
しかし，海上の嵐はおさまるが，続いて島でも嵐が吹く。過去にあった謀
反の嵐がくり返されるのである。アントーニオはことば巧みにセバスチャン
を唆し，眠っているナポリ王の弑逆をさせようとする。セバスチャンに眠る
権力欲を目覚めさせ，あわよくばナポリ王の支援を受けたときに甘受した年
貢の支払いを伴う属国扱いの束縛からも免れようとする魂胆なのである。セ
バスチャンはあえなく誘惑に屈する。アントーニオが犯した旧悪が反復され
ようとするのであるが，権力に対する人間の欲望が，それを充足するために
は手段を選ばさないほどに抗し難いものであるかを示唆するものである。プ
ロスペローの支配下にある島では，彼の意図を受けた空気の精エアリアルの
介入によって暗殺は未遂に終わる。
権力奪取の試みは孤島において，しかもシェイクスピアには珍しく三一の
法則を守ったこの作品では３，４時間の間に，二度もくり返される。半人半
獣ではあるが，島の先住民ともいえるキャリバンも，上陸した飲んだくれに
よってアルコールの味を教えられて彼を神とあがめ，プロスペローを倒して
島の王になるようもちかけるのである。酔漢を神格化し，動物的本能に生き
る醜悪な蛮人（その出自は魔女を母，悪魔を父とし，第１四つ折り版の登場
人物一覧では「野蛮人で奇形の奴隷」とされ，名も食人種 cannibal のアナ
グラム）は，時の流れとともにその解釈は大きく変化してきたが，近年は，
植民地主義の犠牲となった先住民の代表扱いをするのが優勢のようである｡8)
しかし，植民地主義を否定する立場からも，これは筋違いの擁護論になると
思われる。ミランダをレイプしようとして未遂に終わったことを臆面もなく
残念がるような，本能制御の観念すら皆無の獣的存在を植民地主義の犠牲者
に見立てる解釈は，植民地主義の桎梏・搾取から解放され自主独立の尊厳を
勝ち取ろうと苦労している人々にとってむしろ迷惑ではないかとさえ，私は
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思う。
キャリバンが飲んだくれと結託して目指した島奪還の陰謀も未遂に終わる。
陰謀や計略というにはあまりにもお粗末な茶番で，権力奪還のパロデイと見
なされてしかるべき挿話ではある。プロスペロー暗殺という大事を目前にし
て，王様気分の賄い方は差し出された衣装に幻惑されてしまう体たらくであ
る。本能に生きる半人半獣のキャリバンとそのような生き物におだてられて
悦に入る酒飲みがぐるになって獲得しようとする支配権。権力欲の普遍的内
在性とその根強さを如実に表している，と言えようか。
孤島の愛
嵐を起こしたプロスペローの意図が，偶然にも近海を航行する仇敵に復讐
の鉄槌を下すだけであったならば，彼ら一行を船もろとも海の藻屑と化して
溜飲を下げることも可能であった。恩のある老顧問官ゴンザーローなどを巻
き添えにしたくなければ，プロスペローの魔術をもってすれば，選択的救出
だって容易にできたはずである。しかし，彼は乗船者全員の無事上陸を可能
にしただけでなく,「髪の毛一本も失うことなく……衣服も前より新鮮にな
った」(I.2.217219）状態にした。プロスペローはミランダに言い聞かせて
いる ｢お前のためにならないことは何もしていない」(1.2.16)。嵐によ
る懲罰には娘ミランダの存在が大きく関わっていることを示唆する一言であ
る。
そのミランダは船と運命を共にする人々の恐怖・苦しみを自分の苦しみと
して味わっている。ミランダはそのような乙女なのだ。他者の苦しみを生理
的・本能的に共にする性向はミランダのエッセンスで，この性向は父親ゆず
りであることが最終幕で判明する。
O, I have suffered
With those that I saw suffer ! a brave vessel,
(Who had, no doubt, some noble creature in her,)
Dash’d all to pieces. O, the cry did knock
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Against my very heart ! Poor souls, they perish’d ! (1.2.59)
３歳のときに父親と共にこの孤島に漂着した幼子は，見目うるわしく情け
ある娘に成長している。船には立派な人も乗っていたにちがいないという直
感も的中する。ミランダの直感はその父親も直感として，あるいは魔術師と
て得た知識として共有しているであろう。
ナポリの王子ファーディナンドとミランダは「一目で目と目を見合わせて
心が通じた」(I.2.443444)。魔術師プロスペローは満足そうである。
What is ’t ? a spirit ?
Lord, how it looks about ! Believe me, sir,
It carries a brave form. But ’tis a spirit. (1.2.412414)
ミランダにはすばらしい姿をしているファーディナンドが精霊に見える。
その王子にはミランダは女神だ。人間とは思われない美しい魅力に惹かれて
思わず口にする “wonder” は「驚嘆」を意味し，それはミランダという名
前が持つ意味でもある。
Most sure the goddess
On whom these airs attend ! ...
... my prime request,
Which I do last pronounce, is, O you wonder !
If you be maid or no ? (1.2.424430)
キャリバンの醜悪な肉体に対するすばらしい容姿の王子は，父親とキャリ
バン以外の男性は見たこともないミランダでなくても，立派な青年に見える。
動物的衝動に生きる野蛮人キャリバン ｢飯を食わせろ」(1.2.332）｢アハ，
アハ，それ［ミランダ陵辱］がうまくいけばよかったのに！」(1.2.351)
とは対照的な王子なのだ。
There’s nothing ill can dwell in such a temple :
If the ill spirit have so fair a house,
Good things will strive to dwell with ’t. (1.2.460462)
純真無垢な乙女にもナポリの王子にとっても，外観と内実は一致する。汚
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れを知らぬ二人はハムレットが母親と恋人の所業を見て味わった幻滅とは無
縁なのだ。ルネサンス・新プラトン主義の楽天的理想は9)彼らにとっては真
実であり，しかも，少なくとも彼ら二人の間に関する限り，その観察は誤っ
てはいない。逆も真であることは，醜悪な奇形のキャリバンが獣的性である
ことが示している。
事は意のままに進行していてもプロスペローは慎重である。幸運にも生き
延びてはいるが，彼は弟に暗殺されたハムレットの父の無念さを噛みしめ，
復讐を行おうとしている身なのだ。
“The course of true love never did run smooth.” と『夏の夜の夢』でア
テネの恋人たちは嘆いた（アーデン版1.1.134)。「安易に得た宝は安易に扱
われるもの」(1.2.454455）ということも分かっているプロスペローは，恋
路に障害を設けることによって，孤島における出会いが真の愛に成長するよ
う願っている。彼はファーディナンドに難癖をつけ，手荒に扱い，丸太運び
の苦役を課す。キャリバンも嫌う卑しい肉体労働であるが，labour（辛さ）
が delight（喜び）を増大させ，baseness（卑しさ）が nobly undergone（高
貴に耐える）ことを可能にし，most poor matters（もっともつまらない事
柄）が rich ends（豊かな結実）をもたらし，mean task（卑しい仕事）が
heavy (つらく) odious (いとわしい) ものであっても，[ミランダが］what’s
dead（死んだもの） に quickens（生気を与え)，labour（労苦）を pleas-
ures（喜び）に変える。野島秀勝氏はこのような表現が錬金術的変容を暗示
し，ミランダはエリキサーであり，錬金術的変容の驚異そのものである，と
主張する｡10)ファーディナンドの独白をまとめて引用しておく。
There be some sports are painful, and their labour
Delight in them sets off : some kinds of baseness
Are nobly undergone ; and most poor matters
Point to rich ends. This my mean task
Would be as heavy to me odious, but
The mistress which I serve quickens what’s dead,
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And makes my labours pleasures : (3.1.17)
プロスペローは二人の純愛に満足し “Fair encounter/Of two most rare
affections!”（3.1.7475) そして試練に耐えたファーディナンドに生きる
目的となっているひとり娘を贈ると明言するのであるが，婚前の性交渉を厳
しく禁止する。
If thou dost break her virgin-knot before
All sanctimonious ceremonies may
With full and holy rite be minister’d,
No sweet aspersion shall the heavens let fall
To make this contract grow ; but barren hate,
Sour-ey’d disdain and discord shall bestrew
The union of your bed with weeds so loathly
That you shall hate it both : therefore take heed,
As Hymen’s lamps shall light you. (4.1.1523)
『尺には尺を』で婚約者を妊娠させた男を姦淫の罪で死刑しようとしたア
ンジェロを想起させるほどの峻厳さである。しかし，プロスペローの神経質
なほどの禁欲の強調は禁欲そのものが目的ではなく，徹底した自己抑制が豊
穣をもたらし，豊かな繁栄が期待されるからにほかならない。人間のもっと
も強烈な本能を制御するのは精神力，心の働きにまたねばならないが，魔術
をマスターしたプロスペローがあえてその超自然力に頼ろうとせず，当事者
に訴えるのはプロスペローの魔術をしても人間の心まで左右することが不可
能であることを，知っているからであろう。ファーディナンドはプロスペロ
ーの意図を理解し，要求を率直に積極的に受け入れる。
結婚までの禁欲という，本能を抑えるマイナス要請が，本能を人間化し豊
穣繁栄を願うがゆえであることは，二人の婚約を寿ぐ仮面劇も明らかにす
る｡11)
プロスペローが魔術を用いてくり広げる仮面劇では，神の使いで豊穣の女
神である（キリスト教では平和と和解）アイリス，豊穣の太女神シーリーズ，
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女性と結婚の守護神ジュノーの女神がミランダとファーディナンドの結婚を
寿ぐ。シーリーズは歌う。
Earth’s increase, foison plenty,
Barns and garners never empty ;
Vines with clust’ring bunches growing ;
Plants with goodly burthen bowing ;
Spring come to you at the farthest
In the very end of harvest ! (4.1.110115)
絶海の孤島に上陸してゴンザーローが夢想した理想の国では，人間はアダ
ムの堕罪以来課されてきた労働から解放され，限りない自然の恵みに浴す
る｡12)しかし，仮面劇の豊穣はアイリスが歌う農作業を前提とする。それは
自然に与えられるものではなく「自然と人為が共同してつくるもの」なので
ある｡13)マイナス・イメージである汗水を流す農耕の作業が豊穣を生むよう
に，本能の制御（仮面劇でも淫らな呪いをかけようとしたヴィーナスとその
子キューピッドは排除されている）が豊穣・繁栄をもたらす。マイナスをプ
ラスに陽転するパターンがここにも見られる。そもそも結婚というものは，
人間が動物と共有する本能を統御することによって，平和な豊穣を期待する
制度なのである。
仮面劇がプロスペローの魔法によるものであることを知って,「このよう
な奇跡を行いうる父上と妻があればこの地はまさに楽園」(アーデン版の
wise を wife と読む，4.1.123.24)，とファーディナンドは感嘆し，魔術師も
夢中になるようだが，突然，彼はこの「壮麗な幻」(4.1.118）を中断する。
全能者のように妖精たちを操作し幻想劇をくり広げたプロスペローであるが，
キャリバンの陰謀を思い出して，苛立ち，動揺する。彼は幻想に陶酔して現
実の嵐，すなわちキャリバンがたくらむ暗殺計画を忘れていたのである。こ
れはかつてミラノにおいて学問に没頭し，為政者としての過ちであった責務
放棄をくり返したことになる。妖精たちを自在に駆使してペイジェントを展
開することが可能になっても，キャリバンどもの陰謀が進行する現実は存在
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する。しかし，孤島で12年の歳月を送ったプロスペローには進歩がある。彼
は幻想劇を中断し，陰謀そのものは未然に阻止する。
プロスペロー暗殺の計画が用意周到に練られて進められているわけではな
い。彼はまたしても魔術に没頭して，悪事を実行に移す時間が迫っているの
を忘れた。この忘れ易くなることが老齢化の現実（すなわち死の接近）を意
識させ，全能者に近い魔術師の心地よさを打ち破るもうひとつの厳しい現実
の存在を思い知らされて，彼は取り乱すのである｡14)
Our revels now are ended. These our actors,
As I foretold you, were all spirits, and
Are melted into air, into thin air :
And, like the baseless fabric of this vision,
The cloud-capp’d towers, the gorgeous palaces,
The solemn temples, the great globe itself,
Yea, all which it inherit, shall dissolve,
And, like this insubstantial pageant faded,
Leave not a rack behind. We are such stuff
As dreams are made on ; and our little life
Is rounded with a sleep. (4.1.148158)
黄金時代の再来を思わせるような祝婚劇を創出できる魔術をもってしても
現実の嵐，その原因となる人間悪を根絶することは不可能である。生身の人
間でありながら魔術によって超自然的能力を獲得しても，人間悪そのものを
絶滅しようとする欲望自体が傲慢という人間悪なのであろう。絶望的になっ
た魔術師は仮面劇のみならず，文明が築き上げてきた殿堂も地球そのものも
“insubstantial”(実体のないもの）に過ぎず，人生もまた同様に夢・幻に過
ぎないと嘆じている。国務から遠ざかって実弟の権力欲を助長し，大きな犠
牲をともなった学問修行の結末がこの自覚であり，絶望感である。
精神的動揺がもたらしたこの虚無感は，魔術師を憤怒に燃える復讐の鬼に
する。彼は敵を悪魔と見て一掃を図るが，そのことは彼自身が復讐の悪鬼と
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化することにほかならない。宿敵を存分に懲らしめ,「今や敵はわが掌中に
ありだ」(4.1.262263）とほくそえむプロスペローがけしかける猟犬には憤
怒（Fury）や暴君（Tyrant）と名づけられたのもいて，絶望的になった魔術
師の姿を暗示すかのようである｡15)
復讐か受容か
第３幕第３場においてエアリアルがアランゾー一行の罪状告発を行ってい
る。
But remember,－
For that’s my business to you,－that you three
From Milan did supplant good Prospero :
Expos’d unto the sea, which hath requit it,
Him and his innocent child : for which foul deed
The powers, delaying, not forgetting, have
Incens’d the seas and shores, yea, all the creatures,
Against your peace. (3.3.6875)
プロスペローは，いびりなぶられて狂乱状態にある仇敵に満足の様子であ
る ｢やつらはわが掌中にある」(3.3.90)。
アランゾーは世継ぎのファーディナンドを喪失したのは自分の罪科の故で
あることを思い知らされ，自責の念にかられる。波の声，風の音が彼を責め，
海底の泥に埋もれていると信じている王子の後を追いたいと願う。難破船か
ら上陸したファーディナンドは歌声に慰められるが，そのエアリアルの歌は
朽ちる肉体が美しい貴重な宝に sea-change すると告げていた。溺死を免れ
たアランゾーは，今や悲嘆と罪悪感を噛みしめて sea-change の苦渋を味わ
って改心するのである｡16)
魔術の力をもって宿敵もキャリバンたちも十分に懲らしめたプロスペロー
はエアリアルの助言もあって，結局は彼らを赦すことになる。狂乱の態にあ
る王とその弟セバスチャンとアントーニオにそれを見て悲嘆にくれる随行の
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者たちを目の当たりにすれば，自分が人間であれば哀れに思うであろう，と
述懐するエアリアルの言葉をプロスペローは受け止める。
And mine shall.
Hast thou, which art but air, a touch, a feeling
Of their afflictions, and shall not myself,
One of their kind, that relish all as sharply
Passion as they, be kindlier mov’d than thou art ?
Though with their high wrongs I am struck to th’ quick,
Yet with nobler reason ’gainst my fury
Do I take part : the rarer action is
In virtue than in vengeance ; they being penitent,
The sole drift of my purpose doth extend
Not a frown further. (5.1.2030)
魔術師はここで，崇高な理性に従って怒りを抑え，復讐よりも徳を施す気
高い行為を選ぶ。宿怨は深く憤怒は抑え難く，過去を振り返って娘に語り聞
かせるだけでも苦痛を新たにするほどである。それでも，プロスペローは恩
讐を超え怨敵を赦す。この “rarer action” を可能にするのは，赦し難い宿
敵もまた自分と同じ人間であるという新しい認識である。ここでは彼らが犯
した罪に対して改悛の情を抱いているからという条件がつけられているが，
プロスペローは反省の色がない弟のアントーニオをも赦すのである。
You, brother mine, that entertain’d ambition,
Expell’d remorse and nature ; whom, with Sebastian,－
Whose inward pinches therefore are most strong, －
Would here have kill’d your King ; I do forgive thee,
Unnatural though thou art. (5.1.7579)
「墓に命じてそこに眠る者たちの目を醒めさせ吐き出す」(5.1.4849）業
までプロスペローの秘術は可能にした。しかし，そのような超人的な魔術で
もってしても人の心までは変えられない限界をプロスペローは悟った。魔術
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はミラノ公国の奪還は可能にしても人間性まで変えることはできない。徹底
的な復讐が可能になった状況のなかで，復讐の刃を納める｡「傷つける力は
あっても傷つけようとはしない人」(ソネット94番）の高みにプロスペロー
は達したのである｡「弟と呼ぶのも口が汚れる悪党でも，その極悪非道の罪
を赦す」(5.1.130132）のである。魔術でも除去することができない人間悪
があれば，nurture では変えられない nature があっても不思議ではない。
プロスペローはキャリバン “A devil, a born devil, on whose nature／Nur-
ture can never stick”（4.1.188189） をも認知することになる “this thing
of darkness I／Acknowledge mine”（5.1.275176)。『あらし』という作品は
「悪の根絶不可能性を強調する｣，と R. G. ハンターは述べているが,17）プロ
スペローは他人の心を変えるどころか，自分自身の内奥にもキャリバン的な
ものが存在しているのを自覚するに至るのである。
ラインホルト・ニーバーが残した有名な祈りのなかに,「変えることので
きないものは，それを受け入れる平静な心を与えたまえ」という文言がある。
プロスペローは変えることのできないものを受け入れる平静な心を与えられ
たのである。
『あらし』は復讐の嵐で始まり赦しの大団円で終わる。ミラノ公国簒奪と
いう悪事は公国返還によって正されるのみならず，追放されたプロスペロー
の娘はミラノより強大なナポリ王国の世継ぎと結ばれ，その子孫が王国を継
承することになる。徳を施す崇高な行為と私的裨益は矛盾せず，公益と私益
は一致する。政治的葛藤は，純愛で結ばれた無垢な新しい世代の二人が興ず
るチェスのゲームに変換されて無化されている。
Was Milan thrust from Milan, that his issue
Should become Kings of Naples ? O, rejoice
Beyond a common joy ! (5.1.205207)
ゴンザーローのこの祝詞は悲劇が喜劇に転換した「常ならざる喜び」を寿
ぐものである。プロスペローの追放が「幸いなる
フォーチュネイト・
堕罪
フォール
」( felix culpa）とな
る。堕罪
フォール
をも神の絶対的愛を示す幸いなるもへと変容させるというキリスト
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教のパラドックスと重なり合う，人生の悲劇的現実を福にするヴィジョンが
ここにある。
シェイクスピアと聖書の共通性を論じるスティーヴゥン・マークスは,
「創世記」と『あらし』には基本的な類似点があると主張する。ハッピーエ
ンドで終わる両者において「それまでのすべての混乱と苦しみが好ましい結
果を生み出すように意図された寄与として，回想的に正当化されるのである」
と述べている。つまり,「幸いなる堕罪」の神学的主張がある，と言うので
ある｡18)シェイクスピアに神学的主張があるかどうかはともかく，混乱と苦
痛，苦難と悲哀が不可避の苛酷な人生において，災いの存在をそれが福をも
たらす貢献として正当化したい願望には普遍性があると思われる｡『あらし』
はこの万人の願いを具現化した世界である，と言えるのではないだろうか。
人間悪の極致を見据え，もろもろの悲劇的現実を舞台化してきたシェイクス
ピアの祈りのような願いである。
シェイクスピアを政治・権力と関連させる論議が盛んである。しかし，し
ょせん治乱興亡は一時のこと，盛者必衰の理，政治の軋轢も権力の葛藤も時
空を離れて観ずれば，最大の関心を惹くのは事に当たった人物の心のありよ
うであり，その意味するところではなかろうか。
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: Fortunate Sorrow
Seiki KINJO
Though The Tempest has recently been appropriated for the New Ｈistor-
ical and/or Post-Colonial discourse, Shakespeare’s last romance play still ap-
peals to ordinary readers because of its universal, hence old-fashioned by
definition but never out-dated, theme of felix culpa, the paradox of fortunate
fall.
The “Bermuda Pamphlets,” regarded as relevant to The Tempest, contain
suggestions of the theme of bringing about wonder out of woe. Expressions
such as “most fortunately in so great a misfortune,” (in Sylvester Jourdain’s
“A Discovery of the Barmudas,”) and the statement like “... our delivery
was not more strange in falling so opportunely and happily upon the land, as
our feeding...” (in William Strachey’s letter, “A True Reportory of the
Wracke and Redemption of Sir Thomas Gates, Knight...) seem to be more
directly relevant to the play than the attempt to uplift Caliban, “a salvage
and deformed slave,” to the status of exploited indigenous inhabitant of the
colony which Prospero took over.
Being “rapt in secret studies,” rather than dutifully attending to state af-
fairs, Prospero seems to have followed the fate of King Hamlet (though of
course he did not get murdered). The usurpation of the dukedom by his
brother gives him every human reason for revenge. The deprivation and the
twelve years of sorrow on a remote island, however, prove to be an occa-
sion of sea-change for him, ultimately enabling him to forgive the unforgiv-
able and to accept the reality of human nature which even his magic cannot
change. This “serenity to accept what cannot be changed,” in the words of
Reinhold Niebuhr, is accompanied by the worldly rewards of not only recov-
ery of the lost dukedom but also the prospect of his descendants inheriting
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the even greater kingdom of Naples.
The tempest of the opening scene is a recapitulation of the tempests, be-
yond the storm in Milan, of those tempests Shakespeare had dealt with in
his previous works. Shakespeare’s tempest in the last play constitutes an in-
tegral part of human reality, and it results in forgiveness, reconciliation, and
prosperity－a wonder to be wished for by those who must muddle through
the wind and the rain of life, provided that they themselves are not crushed
by the tempest.
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